
◆
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都

同
施
設
が
同
志
社
大

学
へ
移
管
さ
れ
、
市
民
に
体

育
施
設
を
中
心
に
開
放
す
る

方
針
が
示
さ
れ
た
。
具
体
的

に
ど
の
施
設
が
、
い
つ
頃
利

用
可
能
に
な
る
の
か
。

企
画
管
理
課
長

具
体
的

な
利
用
施
設
、
利
用
時
期
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

総
務
部
長

工
程
的
に
プ

ー
ル
は
今
年
の
夏
か
ら
の
利

用
を
前
提
に
話
を
し
て
い
る
。

◆
市
役
所
食
堂

現
在
営
業
さ
れ
て
い

る
業
者
の
選
定
基
準
と
、
食

堂
の
利
用
客
数
は
。

管
財
情
報
課
長

入
札
の

説
明
会
に
来
ら
れ
た
業
者
は

２
社
で
、
実
際
に
応
札
さ
れ

た
の
は
現
在
営
業
さ
れ
て
い

る
１
社
の
み
で
あ
る
。
１
日

食
か
ら

食
を
売
り
上
げ

て
お
り
、
以
前
別
業
者
が
営

業
さ
れ
て
い
た
時
よ
り
利
用

客
数
は
増
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

◆
国
際
交
流

同
志
社
大
学
の
留
学

生
に
日
本
文
化
に
触
れ
て
い

た
だ
く
た
め
国
際
交
流
協
会

と
の
連
携
を
活
発
に
し
て
は
。

市
民
参
画
課
長

留
学
生

と
市
民
が
友
好
関
係
を
築
く

良
い
機
会
で
あ
る
。
国
際
交

流
協
会
に
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
機
会
は
非
常
に
多
く
あ

る
と
考
え
る
。

◆
男
女
共
同
参
画
条
例
の
策

定

同
条
例
の
策
定
に
際

し
、
色
々
な
団
体
と
交
流
し
、

意
見
を
聴
取
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
民
参
画
課
長

懇
話
会

の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
女
性

ル
ー
ム
の
登
録
団
体
の
方
も

お
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
方
々

の
意
見
を
含
め
審
議
を
行
っ

て
い
る
。

し
て
路
線
バ
ス
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
方
針
を
決
定
し
た

の
は

月

日
の
教
育
委
員

会
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
廃
止
に
つ
い
て
、

な
か
な
か
地
域
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
中
、
３
月
５
日
の

教
育
委
員
会
臨
時
会
で
も
う

一
度
協
議
を
行
い
、
廃
止
の

承
諾
を
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
現
在
の
提
案
を
撤
回
す
る

と
い
う
確
認
を
し
、
３
月
７

日
に
関
係
者
と
協
議
を
行
う

中
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
廃
止

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

い
う
結
論
に
達
し
た
。

当
初
予
算
案
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
か
か
る
予
算

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う
が
、
ど
う
い
う
形
で
予
算

を
変
更
し
て
い
く
の
か
。

教
育
部
長

現
在
提
案
さ

れ
て
い
る
予
算
の
範
囲
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

◆
子
ど
も
手
当
の
支
給

子
ど
も
手
当
の
財
源

の
う
ち
、
国
、
府
、
市
の
負

担
比
率
は
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

国
が

．
５
％
、
府
が
．
６
％
、

市
が
．
８
％
。

今
後
支
給
に
向
け
た

予
定
は
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

支
給

月
は
６
月
、

月
、
２
月
。

４
月
１
日
発
行
の
広
報
で
周

知
を
行
い
、
４
月
上
旬
に
対

象
者
に
個
人
通
知
を
行
う
。

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
路
線

バ
ス
利
用
助
成

バ
ス
料
金
の
半
額
助

成
の
方
法
は
ど
う
い
う
形
で

行
う
の
か
。

危険遊具が撤去された西神屋公園（東区）

健
康
介
護
課
統
括
主
幹

施
設
の
窓
口
で
交
付
申
請
書

を
配
布
し
、
来
館
の
た
び
に

そ
れ
に
印
鑑
を
押
し
て
い
た

だ
き
、
１
カ
月
ま
と
め
て
償

還
払
い
を
行
う
。

◆
第
二
京
阪
道
路

第
二
京
阪
道
路
に
で

き
た
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で

市
の
特
産
品
の

を
す
る

な
ど
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
の
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
て
市
の

を
行
う

こ
と
は
有
効
で
あ
る
。
今
後
、

可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

第
二
京
阪
道
路
の
開

通
に
あ
わ
せ
て
木
津
川
を
渡

る
側
道
が
開
通
し
た
が
、
交

通
標
識
の
整
備
は
で
き
て
い

る
か
。

建
設
部
技
監

浪
速
国
道

事
務
所
と
京
都
国
道
事
務
所

が
連
携
し
て
案
内
標
識
、
誘

導
関
係
の
整
備
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
。

◆
大
日
本
印
刷
の
新
工
場
建

設

同
工
場
建
設
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今

後
の
予
定
は
。

産
業
振
興
課
長

２
月

日
に
大
日
本
印
刷
の
役
員
よ

り
新
工
場
建
設
の
凍
結
を
解

除
す
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成

年
中
に
工
場
建
設
に

着
手
し
、
早
い
時
期
に
竣
工

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
具
体

的
な
生
産
規
模
や
雇
用
人
数

は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
整
備

市
内
公
共
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ま
だ
不
十

分
な
点
が
あ
る
と
思
う
が
、

対
応
は
。

建
設
部
副
部
長

、

年
度
の
２
カ
年
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
を
行

う
べ
く
事
務
を
進
め
て
い
る
。

ま
ず
は
重
点
整
備
地
区
を
定

め
て
い
く
。

◆
公
園
遊
具
の
撤
去

危
険
遊
具
の
撤
去
作

業
は
現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
。

施
設
管
理
課
長

昨
年

月

日
に
完
了
し
た
。
引
き

続
き
公
園
遊
具
の
修
繕
を
行

っ
て
お
り
、
３
月

日
を
メ

ド
と
し
て
作
業
を
進
め
て
い

る
。

茶業振興に関する意見書
昨今の茶業情勢において、緑茶の消費は生活習慣の変化などによ

り減少の一途をたどり、市場価格は低迷し続けている。このままで
は、茶産地の存続はおろか、日本の伝統文化の継承、農業・農村の
活性化、地域経済発展へ及ぼす影響や損失は計り知れず、茶業界の
様相は極めて危機的な状況である。
よって、国会及び政府においては、茶業界が安定的かつ健全な発

展が続けられるよう以下の事項について、早急に実現されるよう強
く求める。
１ 茶業の安定的かつ持続的な発展を図るための（仮称） 茶業振興
法 制定の実現。

２ 茶園や製茶工場などの施設整備強化対策の実現。
３ 荒茶価格低迷に対する、安定対策の実現。
４ 緑茶の有する健康機能の明確化や新商品開発など強化需要拡大
策の実現。

５ お茶文化の更なる振興方策の実現。

地方議会議員年金制度に関する意見書
市町村議員年金財政が議員数の減少と受給者数の増加等により急

速に悪化し、本年金制度の破たんが確実視されている。このような
財政悪化を招いた最大の原因は、国策として進めた市町村合併によ
り極めて短期間のうちに議員が減少し、年金受給者が増加したこと
によるものである。
よって、国は、本年金制度の財政悪化を招いたことを厳粛に受け

とめ、安定的な年金給付が可能となるよう、次の事項について特段
の措置を早急に講じられるよう強く要望する。
１ 市町村合併の年金財政への影響については、市町村合併特例法
の規定に基づき激変緩和負担金として全額財政措置すること。

２ 激変緩和負担金を除く公費の負担割合を現行の４割から５割に
引き上げること。

３ 地方議会議員の年金制度について、維持していくことが望まし
いが、廃止になった場合は納付額全額を返還すること。

恒久平和実現のため核兵器の廃絶に関する意見書
核廃絶、核兵器なき世界に向けて、国連安全保障理事会で採択さ

れた 核兵器のない世界 を目指す決議の内容をいかに実施するか
が重要であり、日本は唯一の被爆国として核廃絶に向けて国際的な
流れを推進していかなければならない。
よって、国におかれては、世界の恒久平和実現のため、各兵器廃

絶に向け、以下に掲げる事項について積極的に取り組まれるよう強
くもとめる。
１ 非核三原則を堅持するとともに、 年までに核兵器の廃絶を
目指す ビジョン を支持し、その実現に向けて取り組む
こと。

２ 核拡散防止条約の遵守及び加盟促進、包括的核実験禁止条約早
期発効、核実験モラトリアムの継続、兵器用核分裂性物質生産
禁止条約の交渉開始と早期妥結に全力で取り組むこと。

３ 国際社会との連携を強め、核軍縮、核不拡散体制の基礎となる
核兵器不拡散条約体制の強化を図ること。

４ 世界の市民社会と連携し、 核兵器は、開発・保有・使用とも
に違法 との規範意識を国際社会の中で確立するよう努めるこ
と。

普天間基地の撤去に関する意見書
沖縄県民に重大な犠牲を強いてきた米軍普天間基地の撤去につい

て、県民・国民の声に応え、いまこそ、基地のたらい回しでなく、
米軍再編や在日米軍のあり方について 見直しの方向で臨む とい
う総選挙の公約を守り、アメリカと交渉をはじめるべきである。
よって、政府におかれては、普天間基地の移設問題についての対

米交渉にあたっては、沖縄県民の意志や政権公約を重視し、対応さ
れることを強く要望する。

第２回議員研修会を実施
２月９日、全国市議会議長会法制参事の廣瀬和彦氏を講師に
招き、 議会改革と活性化、その視点 をテーマに議員研修を
行いました。地方自治法改正による委員会運営のあり方など、
議会運営について幅広い内容の研修となりました。

総務常任委員会が研修会を開催
２月４日、総務常任委員会が京都府府民生活部男女共同参画

監長 英子氏を迎え、 男女共同参画推進条例のめざすもの
をテーマに研修を行いました。研修では、京都府の施策を中心
に男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを学びました。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

（
５
面
右
４
段
目
他
）

京
田
辺
市
で
は
、
昭
和

年
３
月

日
に
普
賢
寺
小
学

校
打
田
分
校
が
廃
校
に
な
り
、

打
田
・
高
船
地
域
の
小
学
１
、

２
年
生
が
普
賢
寺
小
学
校
本

校
に
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
開
始

さ
れ
た
。
（
３
年
生
か
ら
６

年
生
は
路
線
バ
ス
を
利
用
）

議
員
年
金

（
５
面
左
）

議
員
及
び
そ
の
遺
族
の
生

活
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、

議
員
の
退
職
、
公
務
疾
病
及

び
死
亡
に
つ
い
て
年
金
を
給

す
る
制
度
し
て
創
設
さ
れ
た
。

自
治
体
数
の
減
少
、
議
員
定

数
の
削
減
等
に
よ
り
、
現
役

議
員
が
減
少
、
ま
た
年
金
受

給
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
共

済
会
の
財
政
が
逼
迫
し
、
積

立
金
の
枯
渇
が
心
配
さ
れ
る
。

値

（
９
面
左
４
段
目
）

値
（

）
と
は
、
建
物
の
耐
震

診
断
で
使
わ
れ
る
指
標
の
こ

と
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
や
中
性
化
等
を
調
査
し
、

強
度
、形
状
、築
年
数
等
を
数

値
化
し
、
診
断
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
使
っ
て
算
出
す
る
。
０．

３
未
満
で
倒
壊
崩
壊
の
危

険
性
大
と
さ
れ
、補
強
で
０．

６
以
上
が
求
め
ら
れ
る
。

学生が憩う同志社大学
京田辺キャンパス

◆
ス
ク
ー
ル
バ
ス
問
題

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
廃

止
と
そ
の
白
紙
撤
回
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
で
ど
の
よ

う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
。

教
育
部
長

通
学
方
法
と

年（平成 年） 月 日

総

務

文
教
福
祉

建
設
経
済


